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指定給水装置
工事事業者は
こちら→
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給水装置工事は市指定の工事事業者へ依頼を

収益的収支 資本的収支

令和5年度　下水道事業会計予算

令和5年度　水道事業会計予算 安定供給に貢献
～地元水道工事事業者に感謝状～

収益的収支 資本的収支

その他
1億7,540万円

収入 10億1,913万円 支出 8億6,658万円

収入 10億8,894万円 支出 10億1,154万円 収入 2億6,127万円 支出 5億8,879万円

収入 1億3,157万円 支出 7億4,839万円

純利益
（収支差額）
1億5,255万円

減価償却費

3億9,829万円

資産の取得に
かかった費用を、
耐用年数に応じて
１年ごとに費用化
したもの

水道施設を
作るために借り入れた
企業債の償還金

施設管理、水質検査
料金徴収業務
などの委託

水道施設を
作るために
借り入れた
企業債の利息

国や市の
一般会計
からの補助

資産の取得に
かかった費用を、
耐用年数に応じて
１年ごとに費用化
したもの

下水道施設を
作るために
借り入れた

企業債の償還金

下水道施設を
作るために
借り入れた
企業債の利息

下水道事業の関連
業務に要する費用

事業活動の全般
に関連する費用

補填財源
6億1,682万円

水道の施設をつくるための経費と財源水道事業を運営するための収入と支出 （税込）（税抜）

下水道の施設をつくるため経費と財源下水道事業を運営するための収入と支出 （税込）（税抜）

補填財源
3億2,752万円

3億2,602万円

下水道施設の建設
や老朽化した施設の

更新など
2億6,247万円

補助金・
負担金など
7,467万円

1億4,519万円

企業債
1億円

その他
6,193万円

委託料

2億1,264万円

人件費
8,762万円

2,538万円

一般会計
からの収入
3,157万円

6,861万円

総係費

3,302万円
業務費

4,854万円

浄水処理や
浄水場・配水管
の修理など
8,072万円

その他
3億2,355万円

補助金・負担金

2億3,923万円

純利益（収支差額）
7,740万円

減価償却費

5億8,601万円

下水道施設の
修繕や維持管理
2億6,594万円

下水道使用料
5億2,616万円

その他
942万円

その他
30万円

企業債
1億8,660万円

補填財源へ
（収益的収支の純利益や
減価償却相当分など内部に
蓄えられたお金で補填）

補填財源へ
（収益的収支の純利益や
減価償却相当分など内部に
蓄えられたお金で補填）

安全な水を安定して供給するためには、緊急で修理
が必要な場合があります。真夜中でも、真冬の極寒の
中でも、みなさまの生活を守るため、緊急の修理に対
応してくださった市内の事業者３社に、武田市長から
感謝状を贈呈しました。

「蛇口をひねればいつでも安全な水が使える」それが
当たり前であり続けるために滝沢市の水道を陰で支
えている人たちがいます。

　地域のライフラインを守るという使命感と誇りを社員みんなで共有し、
これからも地域の皆様のために頑張っていきたい。

エムテック株式会社　取締役副社長　三浦　結輝　氏

　地域に貢献して感謝され、その喜び、気持ち一つでこれからも滝沢市
を支えていきたいし、そんな企業や若者を市も応援してほしい。
株式会社　さくらエンタープライズ　代表取締役　冬澤　誠純　氏

　キッチンや風呂の蛇口、トイレや給湯器などの「給水装置」を新しく作る場合や修理
する場合は、構造及び材質が法令の基準に適合するように、条例に基づき市で指定し
た「指定給水装置工事事業者」が施工する必要があります。

　宅内の水道管の漏水については、お客様から市の「指定給水設置工事事業者」に連
絡し、確認や修理の依頼をしていただきます。
　工事事業者から上下水道部に報告された修理内容により、水道使用者の責任では
ない漏水であると認められた場合は、一定の条件で通常の月と同程度に水量を減量
認定する制度があります。

・動力制御盤及び
　　　　計装設備更新
・老朽管の更新
　　　　　 1,880 ｍ

令和5年度はこんな事業をします
水道事業 下水道事業

・下水道管の整備
・下水道管延命化のための改築工事
・マンホールポンプの更新
・老朽化したマンホールの蓋交換

滝沢市の水道を
陰で支えているヒーロー

　コロナ禍では、住民の皆様とのやりとりも難しかったが、これからも皆
様にしっかりと向き合い、信頼を得ながら努めていく。

有限会社　熊谷工業　代表取締役　熊谷　一郎　氏

　行政だけで水道を守っているわけではありません。このような使命感をもった工事事業者の
方々がいるから、私たちは安心して水道を使うことができるのですね。

滝沢市長　武田　哲

お客様から依頼を
受けた事業者が行った設
計や工事の内容が基準
に適合しているか、市で
審査・検査しています。
（給水装置審査担当）漏水認定について

水道料金
8億4,373万円

水道施設を
建設したり、
老朽化した

施設を更新したり
するための費用

6億320万円

建設改良費

水まわりのリフォーム、修理をするときは・・・




